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「みやぎ復興プレス」では、東日本大震災により被災された皆様、県外に避難されて

いる皆様、復興に関わる多くの皆様に、宮城県の復興状況や被災者支援情報など、復
興に関する主な情報をお届けします。メールマガジンやＷｅｂサイトとも連動し、多
くの皆様のお手元に情報をお届けしますので、よろしくお願いします。

メールマガジンによる配信も行っています。読者の登録を随時受付中です。

登録は、右のＱＲコードをご利用いただくか、「みやぎ復興プレス」で検索願います。

津波により宮城県の約１割の農地が浸水し、甚大な被害を受けましたが、がれき除去や

除塩などの復旧作業を全力で進め、今年は、多くの地域で実りの秋を迎えました！

津波被害を受けた農地の復旧状況について

宮城県では、営農を早期に再開できるよう、国や被災市町、土地改良区などの関係機関と調整しながら、浸水

被害を受けた排水機場などの復旧やがれきの除去、除塩を含む農地の復旧など、生産基盤の速やかな回復を図っ

てきました。農地の被害は広域かつ甚大で、津波による浸水面積は、県の農地面積の約１割（約 14,300 ヘクター

ル）に及びました。浸水に伴う泥土の堆積や、海水とともに流入したがれきが農地に留まりましたが、国および

都道県から職員（農業土木分野）の派遣をいただき復旧作業に取り組み、着手済みの農地面積は、全体の 5割強

の約 7,200 ヘクタールとなりました（復旧対象面積約13,000 ヘクタール。平成 24年 7 月末現在）。

今後も、復旧作業に全力で取り組み、平成 25年度までに復旧可能な農地の復旧を終える計画です。また、被災

市町の復興計画などとの整合を図りながら、引き続き、早期営農再開に向けた支援に取り組むとともに、大区画

ほ場整備を通じた農地の面的な集約や経営の規模拡大などを目指し、競争力のある経営体を育成するなど、魅力

ある農業・農村の再興に取り組んでいきます。

②農地復旧後（10 ヶ月後）

▲北上地区（石巻市）の水田の復旧状況（①平成 23 年 3 月、②平成 24 年 1 月、③平成 24 年 9 月に撮影）

東日本大震災から１年半が経過し、２度目の秋。昨年は水稲の作付けができなかった津波被害を受けた農地

（写真①）でも、復旧作業を終えたところ（写真②）から順次営農を再開し、多くの地域で実りの秋を迎えま

した（写真③）。

①被災直後
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p４ 被災者生活支援情報 ほか



                        

トピックス 宮城県からの震災復興情報を トピックス「まちの保健室」が

みずほ銀行にて提供します 石巻市内に開設されました

▲まちの保健室の様子（石巻市）

熱き男達が集うハウス レンジャー記事より抜粋

被災地を取材していてよく見かけるのが熱い若者。間違いなく彼らが復興の

原動力になる。東松島市の（株）イグナルファームでお会いした星名大地さん

もそんな一人。話し方は非常に穏やか。しかし、心は熱く。

イグナルファームの「イグナル」とは宮城の方言「いぐなる（良くなるの意）」

から命名。イグナルファームに関わった方々全員が良くなることを願う畑。

そんな畑で働く熱い男の声を、是非動画内でご覧下さい。

・・・（続きは Web で）  レポート：三浦 淳｜情報レンジャー＠宮城

関連記事 URL : http://goo.gl/kLz3m

宮城県とみずほ銀行は、東日本大震災により被災され

た方々への支援と被災した地域の復興応援を目的とし

て、平成 24 年 10月 1 日から、全国のみずほ銀行本支店・

出張所のお客さまロビーにて、宮城県が発行する震災復

興関連情報冊子などの設置を開始しました。

本紙のほか、被災された方々の生活支援情報を掲載し

ている「みやぎ被災者生活支援ガイドブック」、宮城の

復興の様子と復興に向けた地域の歩みを抜粋した「みや

ぎ復興の歩み」をご覧いただけます。

宮城県からの情報のほか、福島県の震災復興関連情報

も提供予定であり、情報は随時更新して提供していきま

す。

▲みずほ銀行仙台支店▲資料の設置状況

情報レンジャー＠宮城とは？
復興のための正しい情報やニーズを届ける「助けあいジャパン」の情報収集実行チーム。それが、「助けあいジャパン情報レンジャー」
です。そして今年３月から地元雇用で宮城県内を巡回しているのが情報レンジャー＠宮城です。現在5名が稼働しています。

「現地に埋もれた情報を、ダイレクトに集めに行くこと」「被災地からの声を受け取り、すぐに届けるべき場所に届けること」「今日も
どこかで生まれている未来へのヒントを、皆で共有すること」。このサイトでは、レンジャーからのレポートやカメラがとらえた被災地

の今を続々ＵＰしていきます。

！取材に行きます！情報レンジャー号は宮城県内を巡回しています。「この活動を取材して

ほしい」「この人を取材してほしい」復興の取り組みやヒントに関する情報をお寄せください。

080-6826-9962｜tasukeai.ranger@gmail.com

▲収穫されたトマト

平成 24 年 9月 29 日、宮城県看護協会は、イオンモー

ル石巻１階のひろばに、被災者の健康を支援する「まち

の保健室」を開設しました。

看護師などによる無料の健康相談や、血圧・体脂肪・

血管年齢測定などの健康チェックなどが受けられます。

今後も、開催場所を増やし、月２回程度、定期的に開

催されますので、お気軽にご利用ください。

なお、「まちの保健室」は、阪神淡路大震災後、住民

の心身の健康維持に効果を上げた活動で、この定期開催

には、兵庫県や兵

庫県看護協会の

ご支援をいただ

いており、当日は

多くの方に、応援

に駆けつけてい

ただきました。

URL http://www.pref.miyagi.jp/press/pdf/120921-2.pdf
次回は、10 月 23 日（火）11 時～15 時に開催予定です。



仙 台 市  022-261-1111

・青葉区  022-225-7211

・宮城野区 022-291-2111

・若林区  022-282-1111

・太白区  022-247-1111

・泉区   022-372-3111

石 巻 市  0225-95-1111

塩 竈 市  022-364-1111

気仙沼市  0226-22-6600

白 石 市  0224-25-2111

名 取 市  022-384-2111

角 田 市  0224-63-2111

多賀城市  022-368-1141

岩 沼 市  0223-22-1111

登 米 市  0220-22-2111

避難されている皆様へ

被災した市町村から別の市町村に避難されている場合（さらに避難先を異動された場合，避難終了の場合も

ご協力願います。）、避難先市町村に現住所などの情報を提供すると、避難元市町村からさまざまな大切なお知

らせなどが届くようになります。

まだ、情報提供されていない場合は、是非、避難先市町村へ情報提供をお願いします。

                       URL http://www.pref.miyagi.jp/fukusui/honbu/todokede.htm
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  大 和 町 022-345-1111

  大 郷 町  022-359-3111

  富 谷 町 022-358-3111

  大 衡 村 022-345-5111

  色 麻 町 0229-65-2111

  加 美 町 0229-63-3111

  涌 谷 町 0229-43-2111

  美 里 町 0229-33-2111

  女 川 町 0225-54-3131

  南三陸町 0226-46-2600 

  宮 城 県 022-211-2111

栗 原 市 0228-22-1122

東松島市 0225-82-1111

大 崎 市 0229-23-2111

蔵 王 町 0224-33-2211

七ヶ宿町 0224-37-2111

大河原町 0224-53-2111

村 田 町 0224-83-2111

柴 田 町 0224-55-2111

川 崎 町 0224-84-2111

丸 森 町 0224-72-2111

亘 理 町 0223-34-1111

山 元 町 0223-37-1111

松 島 町 022-354-5701

七ヶ浜町 022-357-2111

利 府 町 022-767-2111

宮城県・県内市町村の問い合わせ先一覧（代表電話番号）

【発行日】平成２４年１０月１日 【発行】宮城県震災復興本部（事務局：震災復興推進課）

電話：022-211-2408  e-mail： fukusui@pref.miyagi.jp

「震災復興推進課」URL http://www.pref.miyagi.jp/fukusui/index.htm

「東日本大震災関連 県からのお知らせ」 URL http://www.pref.miyagi.jp/kohou/ej_earthquake.htm

国民健康保険・後期高齢者医療の

震災により被災された方への窓口負担の免除の特例措置が設けられていますが、宮城県内の市町村国民健康

保険と後期高齢者医療に加入されている方については、下記のとおり免除期間が延長されました。

窓口負担の免除 免除期間：平成 25 年 3 月末まで

医療機関や薬局にかかった際に、保険証と一緒に一部負担金等免除証明書を窓口に

提示してください。

※詳しくは、お住まいの市町村または宮城県後期高齢者医療広域連合（022-266-1021）

にお問い合わせ願います。

被災者生活支援情報

窓口負担免除の延長について


